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令和６年度 学校評価（自己評価） 星 が 丘 幼 稚 園

在職記入者 ２１名 平均勤続年数 ８ 年

☆ 今年度の本園教育活動における評価。
＜５大変良い ４良い ３普通 ２不十分 １悪い ＞

No 項 目 評 価 評価の補足・反省・今後に向けて等（記述）

１ 日頃より、本園の教 ・毎日教育目標を唱える事を習慣として、より意識を高める
育目標を唱え、意識 ５ ４ ３ ２ １ 様にしている。
を持って、教育活動 ・前年度に引き続き、出勤時に職員室で「教育目標」を声に
に取り組めたか。 平均 ３．６ 出して唱える事を行い、意識出来た。

・出勤時に教育目標を唱え、おともだちが３つの目標を軸に
行動出来るように意識した。

・教育目標を毎朝職員室で唱える様、意識した。
・出勤時に教育目標を唱え、３つの目標を達成する事を意識
し教育計画を立て活動に取り組んだ。

・ホールに掲示されているものが、ふとしたときに目に入る
ことで意識しやすい環境であったと感じます。

・ホール・職員室に掲示されている事で意識が高まった。
・他の教職員の唱える声を耳にするが、声の大きさがまちま
ちで、聞こえない声での唱えは課題である。

・声を出す事が苦手な教職員への指導伝え方も職員研修で学
んで行きたい点です。来年度は、事務・運転手も唱え全職
員の思いに繋がっていきたいと思う。

２ 年間の教育計画に従 ・行事や実践している中で、昨年度の反省・全ての資料を読
い、実践・反省・新 ５ ４ ３ ２ １ み直し、チェックし、考慮し相談した事で、レベルアップ
たな計画に繋げられ 及び改善して計画していきました。
たか。 平均 ３．３ ・年間の指導計画や月案を基に学年で話し合い、園児の様子

から必要な指導を新たに計画をし取り組んだ。
・年間の教育計画を元に月の計画を立て、おともだちの姿に
よって、反省、修正を加え日々の計画とした。

・年間計画を年度当初にたて、進めてきたが、その都度おと
もだちの姿と向き合い、必要な活動は、取り入れる、進め
る順番を変え、常に振り返りをしながら進めてきた。

・今年度は、学年主任として関わる事になり、同じ学年の先生
と一緒に取り組んできた。

・月案とおともだちの様子を見ながら、同じ学年の先生とも
意見を出し合い活動を進めることが出来た。
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・担任たちの思いを尊重するように心掛けたが、時折、担任
たちから焦りを感じる事があったので、その都度、話し合い、
どうしていきたいかを確認し、取り組みました。

・月案とおともだちの様子を見ながら、同じ学年の先生とも
意見を出し合い活動を進めることが出来た。

・担任の先生方よりどの様に進めていくのかを聞き、準備フ
ォローがスムーズに行えるようにしました。

・年間の教育計画を元に月の計画を立て、おともだちの姿に
よって、反省、修正を加え日々の計画とした。

・園バスルート作成、園バス運行、園内営繕、動物飼育等に
ついて、年間の計画に従い行動しました。

３ 園児及び保護者との ・多くの園児から「幼稚園大好き。」、「幼稚園楽しい。」、「先
信頼を深め、園児の ５ ４ ３ ２ １ 生、大好き。」の言葉がそのものだと感じている。
指導・課題克服に取 ・学年・全学年・未就園児の支援、保護者対応に取り組める
り組めたか。 様に心がけ、担任にも一緒に対応策を思案し行える様にし

平均 ３．９ ました。
・家庭とコミュニケーションを取る中で、出来るようになっ
たことと課題を伝えたことで、家庭でも課題克服に取り組
み、児の成長に繋がった。

・日々の集団生活の中での一人ひとりを見守り、小さな成長
を見逃さず伝えたり、課題があった時は、どうしていくか
も保護者と共有、園での対応の仕方を伝えながら、一緒に
育てていく姿勢で関わる事で、おともだちが「出来た」に
繋がったことや、成長を保護者の方に伝えられるようにした。

・学年主任として、学年の園児、保護者へ寄り添えるように
心掛けた。

・それぞれの家庭の「課題」に対して、一緒に考えていける
ように、沢山、コミュニケーションを取るように努めた。

・園児に対しても、保護者に対しても耳の痛い事もその都度、
伝える様に心掛けた。こちらが真剣に向き合っているとい
う姿を見せる事で、園児、保護者にも理解して頂く事が出
来たと思う。

・園バス運行時、園児の安全、保護者との挨拶を大事に行動
しました。

・担当学年だけでなく、他学年の園児とも関わりを持てる様
に心掛け、園児の良いところを見つけた時には、担任には
勿論、保護者に伝える様、心掛けた。

・おともだちの声を聞き漏らさず信頼を得ることを意識し
日々の保育に取り組んだ。保護者へは個々の良かったこと
課題となることを正確に分かりやすく伝え、共に課題克服
に取り組めるよう務めた。
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４ 園内の衛生管理や園 ・園児に、手洗いやうがい、消毒を促すと共に、出来たかど
児の食育指導に取り ５ ４ ３ ２ １ うかの確認も行う事で、ハンカチ持参の確認も出来、スモ
組み、成果が見られ ックのハンカチの持ち帰りにも気を付けた。
たか。 平均 ３．７ ・世の中としては、少しずつ、感染対策が緩くなる部分もあ

ったが、手洗い、クローラ水での消毒、使用物、使用教室
の消毒（ジアイーノ）は引き続き行った。

・食育指導に関しては、「○○ちゃんも美味しいって言って
たよ」と声を掛けると、食べてみることに挑戦したり、目
標を持って食べられるように、少量を取り分けたりするこ
とで、食べられるものが増えてきた児が多かった。

・食事に関しては、進級当初に比べると食べる量が増えた。
偏食の児は、量として増えてはいないが、「食べてみる」
という気持ちが持てるようになってきた。

・偏食については無理強いとなら無いよう気をつけながら、
「一口味見してみよう。」の声がけを常に行い、おともだ
ちにもその習慣がついた。数名で食べてみたら食べられた。
という成果が出た。

・偏食の児がおり、１年を通して少しずつ食べられる様にな
った児が増えていったが、食べる量は増えたが、頑なに食
べようとしない児もおり、指導の難しさを感じた。

・食物アレルギーが年々増えておりアレルギー対応給食希望
に関しても担当にも関わって頂きながら進めてきました。
担当、担任、事務で確認することにしました。
基本の幼稚園スタート②にも希望表として加え新入児新入
園者にも分かりやすく説明アドバイスした。

・園内営繕、園庭水道場所・砂の排水清掃等、定期的実施し
ました。

５ 安全・安心の園内を ・園長先生が多くの教室にエアドックを設置してくださった。
めざし、環境整備が ５ ４ ３ ２ １ 有効に使わせて頂いている。
出来ていたか。 ・日々の活動の中で、環境設定を行い目視や直接触れる事を

平均 ３．６ 心掛けました。破損、危険が出た場合は報告を行い指示を
遂行しました。自分で出来る事は、自分での気持ちも忘れ
ず、見逃さず、後回しにしないよう努め、報告も行ってき
ました。

・危険箇所を見付けたときは、報告を怠らないよう心掛けた。
・園児の動きを予測し、危険がないよう環境設定を行った。
・感染症防止の取り組みとして、細かな『消毒』を心掛けた。
・公共部分の清掃などは、作業員の方が行って下さる。それ
に甘えず、日頃から、細かな部分の清掃、整理整頓等を行
っていかなくてはと感じる所もある。
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・教室の中でも怪我が起こらないよう、怪我に繋がってしま
うものはないかを確認し、整理整頓を努めた。

・万が一怪我をした場合は、どう対処するか、状況を見てそ
の都度対応する事を意識していた。

・担当クラスの園児年齢を考慮し、危険がないよう環境設定
を行った。地震による物の転倒を予測し、固定する対策を
行って頂いた。

・天然芝の整備等、園児が安全に行動ができるよう心掛けま
した。

６ 園内事故防止の対策 ・散歩に行く機会を増やし、実践する機会を増やしたことで、
や交通安全への指導 ５ ４ ３ ２ １ 自ら交通安全の意識を持ち散歩を楽しむ姿が見られるよう
・対策に取り組み、 になった。
成果が見られたか。 平均 ３．８ ・保護者へ引き渡し後、駐輪場を走ったり、保護者の手を離

れ、道路に飛び出してしまう児を見かけるので、引き渡し
後も交通ルールを守って帰宅するよう、見守りの職員を配
置し伝えてきた。

・自己防止の為、立つ時には椅子を机にしまうことや、靴を
脱いだらまずは上履きを履くこと、やむを得ず靴下で園内
を移動する場合は歩くことを徹底して指導した。

・園児の怪我に繋がらない様に、物の置き方や教室の環境設
定に気を配った。

・遊ぶ前に一人ひとりが意識出来るように「○○には気を付
けよう。」という言葉で伝えるよう、心掛けた。

・交通安全教室や散歩を通して、交通ルールやマナーを学べ
る様にその都度伝える。

・散歩に幾度も出掛け、実践での「交通安全指導」の機会も
持つことが出来た。

・階段の昇降時の左側通行を、随時声掛けをした。手すりを
使わなくても右寄りに上がる児、勢いよく下りる児には、
危険について繰り返し伝えた。

・園庭でのロープやフープの使い方を正しくしているか、首
にかかる等危険行為がないか見守りと声掛けをした。

・園バス内取り残し事故防止チェックの徹底、交差点一時停
止の遵守、バス乗降での声掛けで交通安全に注意し、事故
防止、園児の怪我無く運行できました。

・自分自身は勿論、園児自身にも危険でないか考え行動でき
る様にしていき、細やかな声かけも心がけました。しかし
怪我が多くあり、未然に防ぐ事が、今後も課題です。
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７ 緊急時の災害（火災 ・園庭での遊びの際、園外にも目を向けて、幼稚園付近を通
・地震・不審者侵入） ５ ４ ３ ２ １ 過する車や人に声を掛けたり、意識を向けたりして注意を
を想定した訓練や日 払っていた。
頃の対策に努め、緊 平均 ３．８ ・今年度は、全国的に頻繁に地震、大雨被害が多くあったの
急災害に十分備えら で、その都度、状況を話し、どうしていけばよいのかを話
れていたか。 し合うように心掛けた。

・自分の命を自分で守る為、“ダンゴムシのポーズ”や“猿
のポーズ”を取ることを伝えると共に、実践して行った。

・『東日本大震災』、『能登地震』があった事を伝える。年齢
的にまだ理解出来ないかもしれないが、少しでも意識出来
ればと思う。

・不審者侵入対策に関しては、「防犯訓練」に参加させて頂
き、学んだ事を基本に、日々、意識している。

・避難する動線が塞がることの無いように活動したが、非難
扉の前でおもちゃや、椅子を置いて遊ぶおともだちがいた
ので、ここは遊ばない等目印を見てわかるように話をした。

・４月・８月には、講師を招いて職員で不審者対策の講習を
行った。

・サバイバル体験を通して、緊急時の想定や、水や電気が止
まった時にはどうするか？をおともだちと考え、実践を行
った。おともだちも学びが深まり、自分たちで考えようと
する力や、調べてくる力がついた。

・年間の災害訓練に参加、園児の安全誘導を理解し備えまし
た。

８ 支援を要する園児へ ・園での様子を伝えたり、家庭での様子を伺う中で、課題を
の適切な支援・協力 ５ ４ ３ ２ １ 感じた時には、一方的に伝えるのではなく、保護者の気持
がなされていたか。 ちに寄り添いながら、専門的な支援を受けることで、改善

平均 ３．６ や成長に繋がることを伝えてきた。
・一人ひとりの園児や保護者への対応・投げかけを行い、日
々、様子を共有し、園での対応の仕方、保護者に協力頂け
る事を話しながら、支援・援助に努めた。

・支援保育コーディネーターとして、研修に参加させて頂き、
学んだ事を発信し、共有出来るように心掛けた。

・担任、学年主任とどの様にしていくか、情報を共有し、指
導してきた。

・一人で抱え込まず、主任や先輩の先生に相談して、参考資
料を読んだりしてより良い支援や保護者対応を心掛けた。

・保護者から相談、申し出があった場合は、即対応する事を
心掛けた。

・支援を要する園児の情報を共有して頂き、その子に合った
関わり方で援助が出来る様、意識し行った。
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・教育相談後、直ぐに行動して下さったご家庭があり、根気
強く伝える事、適切なアドバイス（主任）を行ったことで
成果があった。

・個別の支援計画を制作し、支援を要する児の現状・課題を
明確化し、今後の支援に繋げていった。

９ 各自が、校務分担を ５ ４ ３ ２ １ ・日々、自分の校務分担を意識し、園運営の向上に勤めた。
認識し、園運営の向 特に、学期末には担当で集まり、現在の状態を確認したり、
上に努めたか。 平均 ３．３ 問題があったときには改善に努められるようにした。

・担当以外の分担で、取り組みが滞っている時には声を掛け
る様にした。

・自分の校務分担を確認し、同じ担当の先生と話をしながら
進めることが出来た。もっと積極的に行動出来るようにし
ていきたい。

・校務分担を認識し、園バス運行、園内営繕、動物飼育等、
園運営向上に努めました。

・校務を意識して、行動していきました。全体の総括として
は、公務を実行される方が決まっていて不平等さが出無い
様に掃除場所など、掃除担当に報告書をそれぞれの係で提
出するようにする事で改善出来るように努めた。また、途
中採用の職員も行事の担当として平等に行って頂きました。

10 各自のスキルアップ ・研修への参加や他の教師からの研修報告を受けた事で園児
に向けて、積極的に ５ ４ ３ ２ １ 理解を深める事が出来た。また、インターネットの記事や
研修・研鑽に努めた 動画を参考にし、園児が楽しめる活動を考えるなど保育に
か。 平均 ３．３ 活かした。

・研修に参加させて頂いたり、研修に参加された先生方の資
料を読ませて頂いたりして、学んだ事を日々の取り組みに
活かすよう心掛けた。

・新聞や本なども読むようにして時事の事も学べる事は吸収
していく。

・研修に参加し、考えを深める事が出来た。研修で学んだ事
を保育の中で活かしていく様意識した。

・スキルアップ研修やアレルギーの研修、ICT（おうちえん）
の研修等、積極的に様々な研修に参加する事が出来た。

・園バス運行管理者講習会の研修をしていただきました。し
かし、積極的な行動ではなかったので、次回からの行動を
改善します。

・研修で新たな制度や、取り組み内容、必要な物の準備等を
知り、準備できた。（さがみん保育）
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・スキルアップしたいと思い、研修に出られた職員のレポー
トや資料に必ず目を通し、保育や保護者対応に活かせるよ
うに努めました。また、「にこにこるーむ（さがみん保育）」
の開設に伴う研修や調べ物を誰でも通園チームで率先して
行って来ました。

11 本園の教育活動を知 ・会議等で出た保護者支援・子育て情報の話を学年便りにの
らせるＨＰの更新や ５ ４ ３ ２ １ せ、保護者の方にも意識をしてもらえるよう務めた。
園だより、電話連絡 ・特に行事前は、忘れ物等で園児が困らないよう、対面、バ
等を積極的に行い、 平均 ４．０ ス、電話等で伝えるよう努めた。
保護者との連携がで ・教師の思いを押しつけるだけでなく、保護者と共有して指
きたか。 導できるように努めました。保護者との面談もできる限り

積極的に一緒に行い担任・保護者双方が良い方向に行くよ
うに最善を尽くしました。
・HP の更新も必ずチェックし、園情報の配信も心がけまし
た。

・問合せには丁寧に対応を心掛け来園保護者に子育て支援と
しての情報も紙面や口答で行えるようにしました。

・手紙を見落としてしまう家庭も多く、どのようにすれば見
て頂けるのかも今後の課題である。

・保護者の方から、「HP の写真館、ありがとうございます。
様子がよくわかります。」と、お声を頂いた。

・担当学年で、どうしても直接話をしたい時は、担任に共有
してから連絡を取った。

12 保護者との連携を図 ・保護者と連絡を取る中で、園児の困り感を一緒に共有し園
る為の連絡・交流・ ５ ４ ３ ２ １ 児の成長を一緒に喜び合えた事が多くありました。また、
相談等に努めていた お会いできた時には、機会を逃さず伝えられるようにしま
か。 平均 ３．７ した。

・新入児や未就園児の相談にも丁寧に対応を努めた。
・日々の様子を伝えるだけではなく、家庭での様子を伺い、
児の成長に繋がるよう連携を図った。

・良い事も課題とする事も、園での様子や対応を細かく伝え
る様にしてきた事で、保護者から声が返ってくる事が増え
た。

・子どもセンターで、保護者の方に幼稚園のことを知っても
らえるように話をした。

・「教育相談」という場だけでなく、日々のお迎えや電話連
絡でコミュニケーションを取り些細な相談も受けるように
心掛けた。
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・保護者から担任へ相談があった時など、一緒に考えた。
時には、直接、お話をすることもあった。

・教育相談の際には、つなぐサポートや現在の課題について
状況を話し、共有・相談する事が出来た。しかし、全ての
家庭がサポートに繋がらなかった為、それが反省である。

・お迎えの児は、事前に話す事をメモにまとめ、様子を伝え
る様にした。又、お迎えの時間だけでは話しにくい内容に
ついては、後ほど、電話を掛けるようにした。

・ブログや「アートポン」、「おうちえん」、「イロドリンク」
等、実際に見て頂けるかを確認し、まだの場合は、声を掛
ける事もあった。

13 園情報を地域の方に ・子どもセンターで、保護者の方に幼稚園のことを知っても
伝え、本園の広報や ５ ４ ３ ２ １ らえるように話をした。
理解を得られたか。 ・幼保小連携推進交流は、今年度も出来ました。

平均 ３．５ ・市役所の CM も携わり、良い勉強が出来ました。
・散歩で公園等に行ったときには、園のチラシを持参し、対
象家庭に声掛けやチラシを渡す等を行った。

・子育て支援 の広報にも、色々と取り組ませて頂きました。
・LINE での発信を持続出来ている事は、大きな事だと思う。

LINE 担当の先生に負担がいってしまっている事は申し訳
ない。

・公開保育や説明会の日程一ヶ月以上前頃には、ポスターや
チラシを作成して頂き、在園児、園庭開放、おひさま教室
等で配布した。

・近隣スーパーにポスター掲示をお願いし、OK を頂けたと
ころがあった。今後も掲示をお願いできる場所を探してい
きたい（園庭開放で初来園の方が「ポスターを見て」とい
う方が多いとのこと）。

・チーム別に取り組む際、自分からは発信できていない。同
じ担当者から相談を受け、アイディアを出したり、作成し
たりするといった動きになってしまっている。自分発信で
動けるようにしていきたい。

・今年度からインスタグラムも開設され、園の様子やお知ら
せを配信した。ぎりぎりになってしまうこともあったため、
余裕を持って投稿出来るようにしていく。

・ＬＩＮＥの運営を行い、園庭開放、未就園児親子教室、説
明会等、周知が出来る様にした。行われる前日もしくは２
日前には、必ず通知出来る様にした。

・便りやブログでも、説明会や公開保育について周知を行った。
・園バスに園児募集や説明会のポスターを掲示しました。


